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（様式１）

関連する認定・表彰制度

取得していれば「具体的な
取組内容」の記載は不要です

ゴール 指標

ゴール13 経済（２）④

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 13.3 環境（１）ア

ゴール 指標

ゴール12 環境（２）②

ターゲット 具体的な取組

9.4 12.3、12.5 13.3 12.5 環境（２）ウ

ゴール 指標

ゴール13 環境（１）②

ターゲット 具体的な取組

10.2 12.2 13.3 13.3 環境（１）ア

ゴール 指標

ゴール9 環境（２）②

ターゲット 具体的な取組

8.2 9.5 12.5 9.4 環境（２）ウ

ゴール 指標

ゴール9 環境（２）②

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 9.4

ゴール 指標

ゴール8 経済（２）④

ターゲット 具体的な取組

3.4 5.5 8.8 8.2 経済（３）イ

ゴール 指標

ゴール8

ターゲット 具体的な取組

5.5 8.5、8.8 10.2 8.8 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール8

ターゲット 具体的な取組

5.1、5.4 8.8 8.8 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール3 社会（３）①

ターゲット 具体的な取組

3.4 8.8 3.9 社会（２）ウ

ゴール 指標

ゴール17

ターゲット 具体的な取組

4.4 8.2、8.6 17.17 17.17 環境（４）イ

ゴール 指標

ゴール16

ターゲット 具体的な取組

16.1、16.3、16.5 16.10 社会（２）ウ

ゴール 指標

ゴール13

ターゲット 具体的な取組

11.b 12.6 13.1 13.1 社会（１）イ

企業名　株式会社Eternal Vision

ＳＤＧｓ達成に向けた取組状況（チェックシート）

緊急災害時に備え従業員の緊急連絡網やマニュアルを作成し、定期的に社内会議で緊急時の対応を共有している。
また、災害時に作業現場や事務所の被災状況をいち早く確認できるように防犯カメラを設置し、従業員の安全確保に努
めている。
尚、弊社の取り扱うガス化焼却炉等の製品には爆発などの危険性があるため、災害時の被害拡大を防ぐ自動制御(停止)
装置を付帯している。

自社のＳＤＧｓの取組みをマネジメントする担当者や担当部
署を設置し、ＣＳＶ（※）などを適切に推進すると共に、災
害時等の事業の継続や事業承継など持続可能な事業経営に取
り組んでいる。

12

11
反社会的勢力の排除、汚職や贈収賄・不正競争行為の防止、
個人情報の適切な管理、飲酒運転の防止など、法令を遵守す
る体制を整備している。

反社会勢力の団体や個人との接触を避けるため、新規雇用者には雇用契約書と共に反社会勢力排除の覚書に署名をもら
い採用としている。また、国内外問わず新規の取引先や製品の見学依頼を受けた際はHPの確認及びより詳細な依頼者の
情報収集が必要であると判断した場合、JETRO経由の調査機関や信用調査会社等を通じて会社情報の確認を行うようにし
ている。
個人情報が記載されている書類関係は担当者以外開閉する事の出来ない鍵付きの保管庫に保管している。

11

16社会

(不正防止)

経済・社会

(持続可能性)

随時Facebookの更新やJETRO、イプロス等のネットワークを通じて社会への情報発信を行っている。また、国内外の企業
や学生からの見学依頼を受け入れており、依頼があれば随時見学会を行っている。
尚、国内外で代理店を希望する企業に対しては、代理店契約を交わし製品の運転や操作などの技術面の研修も監督して
いる。
海外でのごみ問題解決に向けて定期的に北九州市やアジアカーボンニュートラルセンター、JICAへ訪問し情報交換を
行っており、先日はJICA主催のNetworking Fairにも参加して各国の留学生や研修修了生に対してインターンシップの案
内も行った。

全ての従業員にスキルアップのための研修等の機会を提供す
ると共に、社会に役立つ情報の外部への発信やインターン
シップの受入れなど、社内外にわたる人材の育成に取り組ん
でいる。

10

年に一度、会社全体で健康診断を受け、従業員の健康管理を行っている。
有害物質やダイオキシンなどが発生する焼却炉の設計・製作・運転・管理等に関わるため、従業員や近隣住民に健康被
害を及ぼさないよう作業員や弊社従業員はダイオキシン作業従事者特別教育ならびに安全衛生教育等を受講している。

疾病予防や早期発見、感染症防止などの衛生対策を講じると
ともに、良好なメンタルヘルスの維持など、従業員の健康維
持に取り組んでいる。

9
3,8

4,5,8,9

社会

(健康経営)

経済・社会

(人材育成)

会社の就業規則に規定し、社内でハラスメント行為が起きぬよう定期的に社内会議で就業規則を確認し情報の共有を
行っている。
更に相談窓口として責任者を選任し、ハラスメント行為を目撃、被害を受けた人の状況を把握すると共に対応及び再発
防止策を実行する。

セクシャルハラスメントやパワーハラスメント、マタニティ
ハラスメントなど、あらゆるハラスメント行為を防止するた
めの体制を整備するなど、良好な職場環境の構築に取り組ん
でいる。

8

弊社は主に製造業であるが、現場作業や事務仕事等において男女や年齢の隔てなく全ての従業員が様々な業務を行う体
制としている。
環境事業では、東南アジアやアフリカ地域、欧米諸国からも問い合わせを受けており、全て平等の対応を行っている。
採用実績においては中国人との雇用契約や現地中国人との業務委託契約等が多いが、国籍に捉われることなく一人ひと
りとの信頼関係を築くことを意識している。

年齢、性別、国籍、障害の有無等による不当な差別を防ぐ体
制の整備や人権教育等に取り組み、女性活躍など、多様な人
材が活躍できる環境の構築に取り組んでいる。

7

5,8,16

4,5,8,10,16
社会

ジェンダー
平等

社会

ハラスメント
防止

テレワークを導入する事により時間の有効活用が可能なため、作業効率を上げることができており、また打合せ等もオ
ンラインを有効に使用している。また、長時間労働を防ぐため、従業員一人一人の業務内容やフロー、労働時間などを
確認することで業務量の偏りの把握及び見直しを行っている。尚、責任者や担当者の休暇や離職の際に、誰もが対応で
きるように業務管理や人材育成等のマネジメントにも力を入れている。
更に家庭生活と職業生活をそれぞれ両立させる面でも、小さな会社だからこそできる順応性の高い職場環境作りに意識
が置かれている。

長時間労働の防止、テレワーク等の多様な働き方の導入な
ど、良好な労働環境の整備に取り組んでいる。

6

昨年の北九州市技術開発振興助成事業において、ごみ処理時に発生する熱エネルギーを利用した資源リサイクル装置を
新規に開発しており、廃棄物処理と共に限りある資源を付加価値の高い状態で回収することを可能としている。ごみや
資源を自社処理することで、近年社会課題とされる産業廃棄物処理費用の高騰においても各企業の負担を抑えられる事
に繋がると見込んでいる。
その他、環境負荷低減や近隣住民に対する更なる配慮のため、製品から排出される排ガス中の有害物質をより抑制させ
るバグフィルターの自社開発にも取り組んでいる。
これら弊社技術や取り組みは、世界知的所有権機関（WIPO）が運営している「WIPO GREEN」や、環境省の「プラスチッ
クスマート」にも登録・認証されている。

環境に配慮した商品やサービスの開発や、社会課題の解決に
つながる商品やサービスの提供に取り組んでいる。

5
6,9,12,14,15

3,8

環境・経済
・社会

(商品開発)

経済・社会

労働環境
整備

最も関連性のある
「北九州市ＳＤＧ
ｓ未来都市計画」

の指標や取組

7,13

弊社の焼却炉や熱利用装置にてごみを処理する際に一緒に混焼させる助燃材において、未利用の木材資源（木質ペレッ
ト）やRPF等の廃棄物固形燃料の活用を掲げており、総合エネルギー効率の向上と化石燃料削減も同時に推し進めてい
る。
またどうしてもごみの燃焼時に二酸化炭素を排出するものになるが、同時に発生する熱をエネルギーとしたサーマルリ
サイクル技術を用いる事で排出される二酸化炭素を相殺させるカーボンニュートラルを目指している。新しい技術や改
良を組み込んだ際には随時排ガス中のダイオキシン類や燃料使用量等を測定し、これまでも二酸化炭素排出削減に対す
る改良を進めてきている。

※ＣＳＶ（Creating Shared Value：共通価値の創造）
　企業が社会課題に取り組み、社会に対して価値を創造することでビジネス（経済的な価値）を創出すること。

No. チェック項目 分類 具体的な取組内容関連する主なゴール・ターゲット

ゴミの排出を抑制させるため、ゴミをリサイクルできるものや少量で収まるものを購入している。弊社製品の製造工程
の中で排出される廃棄物のうち、可燃物は弊社のガス化焼却炉にて無公害化処理を行っている。
弊社のガス化焼却炉は、ダイオキシン類や有害物質の排出量が基準値を遥かに下回り、焼却処理時に臭いや煙を出すこ
となく処理が出来る環境配慮型の焼却炉である。また、完全滅菌が必要な医療廃棄物や処理が困難なタイヤやゴム類の
処理を得意としており、完全燃焼性が高く、灰の量も極わずかである。更に廃棄物の焼却処理時に発生する熱を利用
し、温水回収や資源リサイクルが可能。

事業活動等から発生する廃棄物の管理及び処理を適切に行っ
ている。
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を実施するな
ど、循環型社会の構築に取り組んでいる。

技術開発振興助成金
商品やサービスの安全性を担保する体制を整備すると共に、
品質の向上や新たな技術の開発等に取り組んでいる。

4

2

部材や資材調達では、繰り返して使用できるものやゴミの排出を減らすことのできる商品を選定する事、またリサイク
ルによって作られた材料や素材なども都度候補に挙げて検討するようにしている。また運送時のCO2排出量削減にも意識
し、配達等が一度で済むようにまとめて注文を手配している。
製造時のサプライチェーンマネジメントにおいては4年前よりISO9001を取得しており、事業に伴う調達を含めた製造マ
ネジメント等の品質管理システム（組織計画、リスク回避対策、取引先評価、顧客満足度調査、不適合製品の是正措
置、等等）のチェックを毎年行っている。

事業に伴う調達（原材料、部品、資材、サービス、使用する
設備や事務用品等）について、環境負荷や人権などに配慮し
ている。

3

最も関連性のある
ゴール・ターゲッ

ト

3,9,12

1
温室効果ガスの排出を抑制するため、エネルギーの使用状況
の把握や使用効率の改善、再生可能エネルギーの利用などに
取り組んでいる。

11,12,14

環境

(ＣＯ２削減)

環境

(廃棄物削減)

環境・社会

サプライ
チェーン管理

経済・社会

(技術向上)



（様式２）

　私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓの達成に向けた方針及び取組を以下のとおり宣言します。

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた取組方針等

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

その他

(その他の場合)

( 2025 )
年

記載について

　・  「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」は、３つまでご記入できます。

　・  必ず全ての分野（経済・社会・環境）の達成を宣言してください。

　　（１つの取組みで３つの分野を達成しても、複数の取組みで３つの分野を達成しても構いません）

　・  指標（KPI）は、原則として数値目標を記載してください。

指標

社会 〇

目標値

経済 〇

　昨年、弊社オリジナルのガス化焼却炉から進化さ

せたサーマルリサイクルが可能なガス化熱利用装置

を開発した。ガス化焼却炉は廃棄物処理のみの活用

だが、熱利用装置は廃棄物処理と同時に廃棄物の焼

却処理時に発生する廃熱を有効利用し、金属回収や

資源リサイクル、温水回収が可能である。

　2021年のガス化焼却炉と2023年のガス化熱利用

装置ではエネルギーの消費量が約2割削減し、エネ

ルギー効率が年平均9.2%のと生産性向上という結果

になった。これにより日本産業工業会から中小企業

等経営強化法の経営力向上設備などに係る生産性向

上要件証明書の発行も出来ている。その為、弊社製

品を購入するお客様は中小企業等経営強化法による

経営力向上計画の認定に基づく設備投資を即時償却

等で強力に後押しする為の税制措置を受けることが

可能である。(詳細は別紙参照)

　よって製品を導入する事で廃棄物処理に係る産廃

処理費削減及び資源リサイクルでの利益増、熱利用

による従来の燃料削減、また税制措置による経費負

担削減等、価格高騰している現代において様々な経

済的メリットがある製品。

　環境の面ではさらにガス化時間の延長(熱利用時

間が長く取れる)、1日のサイクルを増やす(1回の効

率を上げることで処理量が増える)、CO2排出削減

実現させるために引き続き技術開発を模索してい

る。(一部商社と協力している。)

　社会問題になっている人手不足においては弊社の

ガス化焼却炉も熱利用装置もバッチ式で人手が殆ど

必要なく省力化であるため、今後も強みとして広げ

ていくと共に男女問わずどんな方でも作業しやすい

設計する事や自動化も視野に検討している。

　上記の取組を達成することで生産性向上率も上が

る見込みである。

指標
(KPI)

単位処理量当たりの

エネルギー消費量

2023年 18820kJ/kg

↓

2025年 16000kJ/kg

具体的な取組

環境 〇 環境　(2) ウ

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書

宣言日　　令和　6　年  2  月  6  日

団体名　　株式会社Eternal Vision　　

弊社は2030年SDGs達成に向け、世界中の人々が健康に安心して暮らしていける持続可能な社会の実現を目指

し、環境保全の為に何ができるか見出し社員一丸となって努めて参ります。

ＳＤＧｓ達成に向けた
重点的な取組

　　　　 指標（ＫＰＩ）
　　　　　 ・目標値

※目標値は、いずれかの目標年で
　設定してください。

最も関連性のある
「北九州市ＳＤＧｓ
未来都市計画」の

指標や取組
※どちらか一方のみの
記載で構いません。

達成を
目指す分野
に「○」



（様式３）

　　　　　　　　　　 団　体　名　株式会社Eternal Vision　　

取組名 具体的な取組内容

99　その他（市と連携した取組み）

ベトナムのハイフォン市内にある137カ所のオープンダンピ
ングのゴミ処理案件にてアジアカーボンニュートラルセン
ターやKITA、ハイフォン市の環境科学技術局と共に弊社のガ
ス化焼却炉活用を検討している。

記載について

地域課題への取組み

　私たちは、地域課題の解決を通じてＳＤＧｓを達成するため、北九州市の取組みに参加して
います（今後、参加します）。

・参考「企業等が参画可能な取組一覧」の中から、現在取り組んでいるもの（今後取り組むもの）を少
なくとも一つ選択し、具体的な取組内容を記載して下さい。

・これから取組みを始める場合は、選択した取り組みの担当部署に連絡をし、所定の手続きを済ませた
上で本書を提出して下さい。

・参考「企業等が参画可能な取組一覧」以外で、貴団体が自主的に行っている取組みについても、併せ
て記載いただいても構いません。


